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 光ソリトン通信やボーズ＝アインシュタイン凝縮のモデル式として非線形シュレディンガー方程式が用いられて

いて、この式は、グロス＝ピタエフスキー方程式とも呼ばれている。今回の研究では、実関数解に限定して、この

方程式の点欠陥のある一次元リング上での固有値問題を数値的に解いた。リング上の欠陥としては、2パラメータで

記述されるFulop-Tsutsui δ′型を課した。その結果、線形シュレディンガー方程式で見られなかったエネルギー

面の一部消失や泡構造といった現象を確認した。また、波動関数の性質を線形の場合と対比して調べた。 

  

非線形シュレディンガー方程式(Fulop-Tsutsui δ′型) 
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